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証券コード 3604

2019年６月７日

株 主 各 位
大阪市中央区谷町二丁目６番４号

　

川 本 産 業 株 式 会 社
　

代表取締役社長 水 上 博 司
　

第89期定時株主総会招集ご通知

　

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第89期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席ください
ますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使することができますの
で、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に
議案に対する賛否をご表示いただき、2019年６月24日（月曜日）午後５時30分までに到
着するようご送付いただきたくお願い申しあげます。

敬 具
記

　

１. 日 時 2019年６月25日（火曜日）午前10時
２. 場 所 大阪市中央区本町橋２番８号 大阪商工会議所 ５階 502号会議室

（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）
３. 目 的 事 項

報 告 事 項 １. 第89期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）
事業報告及び連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の
連結計算書類監査結果報告の件

２. 第89期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第３号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
第４号議案 会計監査人選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。
　以下の事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社ウ
ェブサイトに掲載しておりますので、本招集ご通知には記載しておりません。①業務の適正を確保す
るための体制②連結株主資本等変動計算書③連結注記表④株主資本等変動計算書⑤個別注記表
　また、株主総会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合には、インタ
ーネット上の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。
(アドレス https://www.kawamoto-sangyo.co.jp)
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案　取締役(監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において

同じ。）全員（４名）は任期満了となります。つきましては、新任１名を含む取締役５名の選

任をお願いするものであります。

取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

ふ り が な

氏 名 (年齢) 当社における地位及び担当
取 締 役
在任期間

取締役会
出席状況

１
かわ もと たけし

川 本 武 (満53歳)

社 内

再 任
取締役会長 19年

16/16回
(100％)

２
みず かみ ひろ し

水 上 博 司 (満62歳)

社 内

再 任
代表取締役社長執行役員管理統括 5年

16/16回
(100％)

３
ふく い まこと

福 井 誠 (満58歳)

社 内

再 任

代表取締役副社長執行役員営業統括
兼マーケティング本部本部長

4年
16/16回
(100％)

４
お ざわ てつ や

小 澤 徹 也 (満58歳)

社 内

再 任

取締役執行役員プロダクトサプライ統括
兼購買物流本部本部長

3年
16/16回
(100％)

５
こう むら こう すけ

光 村 公 介 (満55歳)

社 内

新 任
- - -

（注）１．各候補者の年齢は、本総会終結時のものであります。

２．各候補者の取締役在任期間は、本総会終結時のものであります。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

１

社 内 再 任

かわ もと たけし

川 本 武

(1965年９月26日生)

1991年４月 旭化成工業株式会社（現旭化成株式会社）入社

296,000株

1997年10月 当社入社

1998年４月 生産本部技術部次長

2000年４月 開発本部商品開発Ⅰ部部長

2000年６月 取締役就任

2001年４月 開発本部副本部長

2003年４月 専務取締役執行役員

メディカル事業部門部門長

2007年６月 代表取締役副社長

兼メディカル事業部門部門長

2011年４月 代表取締役社長就任

2012年４月 代表取締役社長兼医専商事営業本部本部長

2015年６月 取締役会長

2016年５月 代表取締役社長執行役員

2018年６月 取締役会長（現任）

〔取締役候補者とした理由〕

川本武氏は生産部門、開発部門、営業部門の要職を歴任し、2000年に取締役に就任、2011年より代

表取締役社長、2015年より取締役会長、2016年より代表取締役社長執行役員として、当社の経営を長

年にわたり指揮してまいりました。2018年より取締役会長に就任してからも、当社が属する業界に関

する豊富な経験を活かし、高所からの中長期的な視野に立ち意見を述べるなど、取締役会長の業務を

遂行しております。これらのことから、取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者と

しております。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

２

社 内 再 任

みず かみ ひろ し

水 上 博 司

(1956年７月13日生)

1979年３月 当社入社

6,600株

2010年４月 商事営業本部商品部部長

2011年４月 商事営業本部副本部長

2012年４月 執行役員商事営業本部本部長

2014年４月 執行役員メディカル営業本部本部長

2014年６月 取締役就任

2015年４月 取締役執行役員購買物流本部本部長兼購買物流

部部長

2015年６月 取締役常務執行役員プロダクトサプライ統括兼

購買物流本部本部長

2015年11月 取締役常務執行役員プロダクトサプライ統括兼

購買物流本部本部長兼生産本部本部長

2015年12月 代表取締役常務執行役員プロダクトサプライ統

括

2016年５月 代表取締役常務執行役員管理本部本部長兼プロ

ダクトサプライ統括兼内部監査室室長

2016年６月 代表取締役常務執行役員管理本部本部長兼内部

監査室室長

2018年４月 代表取締役常務執行役員管理統括

2018年６月 代表取締役社長執行役員管理統括（現任）

〔取締役候補者とした理由〕

水上博司氏は長年にわたり営業部門の要職を務め、2014年の取締役就任後も購買物流部門、生産部

門、管理部門の要職を歴任し、経営に関する多くの経験と知見を有しております。2018年に代表取締

役社長執行役員に就任してからは、当社の代表として優れた経営判断能力・リーダーシップを発揮し

てまいりました。これらのことから、取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者とし

ております。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

３

社 内 再 任

ふく い まこと

福 井 誠

(1960年10月17日生)

1979年４月 山口医療器株式会社入社

4,900株

2001年８月 当社入社

2012年４月 商事営業本部販売部部長

2014年４月 執行役員コンシューマ営業本部本部長

2015年６月 取締役常務執行役員営業統括兼コンシューマ営

業本部本部長

2015年10月 取締役常務執行役員営業統括兼コンシューマ営

業本部本部長兼営業開発室室長

2015年12月 代表取締役専務執行役員営業統括

2017年10月 代表取締役専務執行役員営業統括兼コンシュー

マ営業本部本部長

2018年４月 代表取締役専務執行役員営業統括

2018年６月 代表取締役副社長執行役員営業統括

2019年１月 代表取締役副社長執行役員営業統括兼マーケテ

ィング本部本部長（現任）

〔取締役候補者とした理由〕

福井誠氏は2001年の当社入社以来、営業部門の要職を歴任し、当社の卸売業の業容拡大を図ってま

いりました。2015年に取締役常務執行役員に就任し、営業統括として卸売業のみならず、製造業の拡

大にも尽力しております。2018年より代表取締役副社長執行役員として、優れた経営判断能力・リー

ダーシップを発揮しており、これらのことから取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候

補者としております。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

４

社 内 再 任

お ざわ てつ や

小 澤 徹 也

(1960年11月26日生)

1984年３月 当社入社

8,900株

2009年４月 マーケティング本部販推部部長

兼マーケティング部部長

2011年４月 マーケティング本部副本部長

兼マーケティング部部長兼販推部部長

兼商品開発部部長

2015年２月 執行役員メディカル営業本部副本部長

兼貿易部部長

2015年４月 執行役員メディカル営業本部本部長

2015年12月 執行役員購買物流本部本部長

2016年４月 執行役員購買物流本部本部長

兼購買物流部部長

2016年６月 取締役執行役員プロダクトサプライ統括

兼購買物流本部本部長（現任）

（重要な兼職の状況）

浙江川本衛生材料有限公司董事長

〔取締役候補者とした理由〕

小澤徹也氏はマーケティング部門、営業部門、購買物流部門の要職を歴任し、製品開発および商品

調達に関して幅広い知識を有しております。2016年に取締役執行役員に就任し、2017年の浙江川本衛

生材料有限公司の子会社化では、当初より董事長として当社と子会社との連携に関して重要な役割を

担っております。これらのことから、取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者とし

ております。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

５

社 内 新 任

こう むら こう すけ

光 村 公 介

(1963年9月20日生)

1986年４月大同酸素株式会社（現エア・ウォーター株式会

社）入社

0株

1999年６月大同ほくさん株式会社（現エア・ウォーター株

式会社）人事企画部課長

2000年４月エア・ウォーター株式会社コーポレート・ソリ

ューションセンター人事部課長

2006年７月同人事部人材戦略グループリーダー

2007年10月同人事部長兼人材戦略グループリーダー

2011年６月同執行役員人事部長

2016年６月同取締役人事部長

2018年４月同常務取締役甲信越代表、甲信越支社長、甲信

越エア・ウォーター株式会社代表取締役社長

2019年４月同常務取締役医療カンパニー長（現任）

〔取締役候補者とした理由〕

光村公介氏は当社の親会社であるエア・ウォーター株式会社の常務取締役として豊富な経験を有

し、また甲信越エア・ウォーター（株）の代表取締役社長としても、優れた経営判断能力・リーダー

シップを発揮してまいりました。また2019年4月よりエア・ウォーター株式会社医療カンパニー長と

して当社の経営に対して客観的視点で、経営全般に対する助言をいただいております。これらのこと

から、当社の取締役に就任していただくことで経営体制が更に強化できるものと判断し、取締役候補

者としております。

（注）各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

本総会終結の時をもって、監査等委員である取締役（監査等委員。以下、本議案において同

じ。）全員（３名）は任期満了となります。つきましては、監査等委員３名の選任をお願いす

るものであります。

なお、本議案に関しましては、あらかじめ監査等委員会の同意を得ております。

監査等委員の候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

ふ り が な

氏 名 (年齢) 当社における地位及び担当
取 締 役
在任期間

取締役会
出席状況

監査等委員会
出 席 状 況

１
よし だ なお ゆき

吉 田 直 之 (満45歳)

社 内

再 任
取締役(監査等委員) 1年

11/11回
(100％)

10/10回
(100％)

２
ひ かみ とし ひこ

日 上 俊 彦 (満72歳)

社 外

再 任

独立役員

取締役(監査等委員) 2年
16/16回
(100％)

14/14回
(100％)

３
しん ぱく のぶ あき

親 泊 伸 明 (満62歳)

社 外

再 任

独立役員

取締役(監査等委員) 2年
15/16回
(93.8％)

14/14回
(100％)

（注）１．各候補者の年齢は、本総会終結時のものであります。

２．各候補者の取締役在任期間は、本総会終結時のものであります。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当
社の株式数

１

社 内 再 任

よし だ なお ゆき

吉 田 直 之

(1973年10月18日生)

1997年４月 大同ほくさん株式会社（現エア・ウォーター株

式会社）入社

0株

2016年７月 エア・ウォーター株式会社医療カンパニー企

画・管理部部長（現任）

2018年６月 当社監査等委員である取締役就任（現任）

（重要な兼職の状況）

ミサワ医科工業株式会社 監査役

松岡メディテック株式会社 監査役

ライフサプライ株式会社 監査役

〔監査等委員である取締役候補者とした理由〕

吉田直之氏は当社の親会社であるエア・ウォーター株式会社の医療カンパニー企画・管理部部長を

務め、他社においても監査役を兼任しており、監査に関する豊富な経験及び専門的見地からの高い見

識を有していることから、公正な立場から取締役の職務執行に対する妥当性・適正性を確保するため

の適切な助言、提言をいただけると判断し、引き続き監査等委員である取締役候補者としておりま

す。

２

社 外 再 任 独立役員

ひ かみ とし ひこ

日 上 俊 彦

(1947年１月15日生)

1978年５月 株式会社タナベ経営入社

0株

2001年１月 株式会社タナベ経営大阪本部長代理にて退社

2001年４月 ヒカミ経営研究所開業代表（現任）

2006年６月 当社監査役就任

2017年６月 当社監査等委員である取締役就任（現任）

（重要な兼職の状況）

ヒカミ経営研究所代表

〔監査等委員である社外取締役候補者とした理由〕

日上俊彦氏は経営コンサルタントとしての豊富な経験及び専門的見地からの高い見識を有している

ことから、独立・公正な立場から取締役の職務執行に対する妥当性・適正性を確保するための適切な

助言、提言をいただいております。このことから判断し、引き続き監査等委員である取締役候補者と

しております。なお、日上俊彦氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって2年0ヶ月です。
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候補者
番 号

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当
社の株式数

３

社 外 再 任 独立役員

しん ぱく のぶ あき

親 泊 伸 明

(1956年12月22日生)

1977年３月 菱村総合税務会計事務所（現税理士法人日本経

営）入所

0株

2002年８月 税理士法人関西合同事務所（現日本経営ウィル

税理士法人）設立代表社員

2013年６月 当社監査役就任

2017年６月 当社監査等委員である取締役就任（現任）

（重要な兼職の状況）

日本経営ウィル税理士法人社員

〔監査等委員である社外取締役候補者とした理由〕

親泊伸明氏は税理士としての豊富な経験及び専門的見地からの高い見識を有していることから、独

立・公正な立場から取締役の職務執行に対する妥当性・適正性を確保するための適切な助言、提言を

いただいております。このことから判断し、引き続き監査等委員である取締役候補者としておりま

す。なお、親泊伸明氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって2年0ヶ月です。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．吉田直之氏は当社の親会社であるエア・ウォーター株式会社の医療カンパニー企画・管理部部長と

して業務を執行しております。

３. 当社は、社外取締役候補者日上俊彦氏及び親泊伸明氏を、株式会社東京証券取引所の定めに基づく

独立役員として指定し、同取引所に届け出ており、各氏が監査等委員である取締役に選任された場

合、引き続き独立役員となる予定であります。

４．当社は、吉田直之氏、日上俊彦氏及び親泊伸明氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、監

査等委員である取締役として同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま

す。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が定める額としております。吉田直之氏、日上

俊彦氏及び親泊伸明氏の監査等委員である取締役としての選任が承認された場合は、各氏との間で

当該責任限定契約と同様の内容の責任限定契約を締結する予定であります。
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第３号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

法令に定める取締役の員数を欠くことになる場合に備え、あらかじめ補欠の監査等委員であ

る取締役１名の選任をお願いするものであります。

また、本議案に関しましては、あらかじめ監査等委員会の同意を得ております。

補欠の監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。

ふ り が な

氏 名
(生 年 月 日)

略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当
社の株式数

社 外 独立役員

きの した まさ ひろ

木 下 雅 裕

(1949年９月24日生)

1975年10月 等松青木監査法人（現有限責任監査法人トーマツ）大阪

事務所入所

0株
1979年７月 同法人退所

1980年９月 木下公認会計士・税理士事務所開設（現任）

（重要な兼職の状況）

木下公認会計士・税理士事務所所長

〔補欠の監査等委員である社外取締役候補者とした理由〕

木下雅裕氏は、公認会計士・税理士及び上場企業の社外監査役として豊富な経験と幅広い見識を有してお

り、当社の企業価値向上の為の適切な助言、提言をいただけるものと判断し、引き続き補欠の監査等委員であ

る取締役候補者としております。

（注）１．補欠の監査等委員である取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．木下雅裕氏は、補欠の監査等委員である社外取締役候補者であります。

３. 木下雅裕氏が監査等委員である取締役に就任された場合、当社は同氏との間に会社法第427条第１項

及び当社定款の規定による責任限定契約を締結する予定であります。なお、当該契約に基づく損害

賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。

４．木下雅裕氏が監査等委員である取締役に就任された場合、株式会社東京証券取引所の定めに基づく

独立役員として届出を行う予定であります。
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第４号議案 会計監査人選任の件

当社の会計監査人である太陽有限責任監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了により

退任されますので、新たに会計監査人の選任をお願いするものであります。

なお、本議案に関しましては、監査等委員会の決定に基づいております。

会計監査人候補者は、次のとおりであります。

名称 有限責任 あずさ監査法人

主たる事務所の所在地 東京都新宿区津久戸町１番２号

沿革

1985年７月１日 監査法人朝日親和会計社設立
1993年10月１日 井上斎藤英和監査法人（1978年４月５日設立）と合併し、名称
　 を朝日監査法人とする。
2004年１月１日 あずさ監査法人（2003年２月26日設立）と合併し、名称をあず
　 さ監査法人とする。
2010年７月１日 有限責任監査法人へ移行し、名称を有限責任 あずさ監査法人
　 とする。

概要

資本金 3,000百万円
構成人数 公認会計士 3,236名
　 会計試験合格者等 1,053名
　 監査補助職員 1,063名
　 その他職員 726名
　 合計 6,078名
監査証明業務 3,640社

（2019年3月31日現在）
(注)監査等委員会が有限責任 あずさ監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、同監査法人の規模、経験等

の職務遂行能力及び独立性、内部管理体制等を勘案し、また、当社の親会社であるエア・ウォーター株式

会社と会計監査人を統一することにより、会計監査の一貫性、効率性等を高めることが期待できると判断

したためであります。

以 上
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(提供書面)

事 業 報 告

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで）

１．企業集団の現況

(1) 当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

1) 営業の状況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善に伴う設備投資の増加や雇

用・所得環境の改善を背景とした緩やかな個人消費の回復、海外経済の成長を背景とし

た輸出の増加等の要因により、緩やかな回復基調が続きました。一方で、原油高などの

影響を受けた原材料価格の高騰や米中を中心とした貿易摩擦の激化・長期化が懸念さ

れ、先行きへの不透明感も高まっています。

当社グループ（当社及び連結子会社）が属する医療用品・介護用品の業界におきまし

ては、社会保障費の増大に対する改革の必要性を背景にコスト削減圧力が高まってお

り、価格競争が激化しております。また、医療の機能分化や地域包括ケアの推進など医

療・介護のあり方も変革の最中にあり、事業環境変化への対応が求められています。育

児用品の業界におきましては、2017年の国内出生数が過去最低を更新するなどマーケッ

ト縮小に直面しており、厳しい事業環境が継続しております。

このような状況下で、当社グループは原価低減やコスト管理強化により筋肉質な収益

体質の構築に取り組むとともに、単なる値下げ競争による売上拡大とは一線を画した付

加価値・独自性に軸を置いた事業活動への転換を図っております。同連結会計年度の業

績につきまして、第２四半期連結会計期間に発生した当社得意先の手形不渡りに伴う貸

倒費用の増加、また連結決算に伴う未実現利益の消去の影響等の結果、売上高は

23,595,236千円（前年同期比1.5%増）、営業利益は31,736千円（同69.4%減）、経常利益

は80,551千円（同39.3%減）、親会社株主に帰属する当期純利益は70,529千円（同52.3%

減）となりました。
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2) 主な事業の概況

（医療用品等製造事業）

感染予防関連製品・口腔ケア製品・手術関連製品その他高付加価値製品の販売拡充、

また製造受託の推進に努めました。その結果、手術関連製品の販売拡充や製造受託の受

注はほぼ計画通りに推移いたしましたが、感染予防関連製品及び口腔ケア製品について

は、市場の価格競争が想定以上に厳しく、売上高は8,206,084千円（前年同期比4.6%減）

となりました。利益面では、売上高の減少に対処すべくコスト削減を図ったものの、売

上高減少による生産稼働率の低下を補うまでには至らなかったこと、また連結決算に伴

う未実現利益の消去仕訳の影響等により経常損失は96,371千円（前期は47,679千円の経

常損失）となりました。

（医療・育児用品等卸売事業）

口腔ケア製品・育児用品・各種衛生材料及び医療用品等を、大手量販店、ドラッグス

トアや通信販売事業者など幅広い顧客に対し積極的に販売いたしました。重点顧客に対

する販売が好調に推移した結果、売上高は15,389,152千円（前年同期比5.0%増）、利益

面では第２四半期連結会計期間に発生した当社得意先の手形不渡りに伴う貸倒費用の増

加により経常利益は586,508千円（同7.0%減）となりました。

② 設備投資の状況

当連結会計年度において実施した設備投資の総額は、44,458千円であります。

その主な内容は、工場設備関連が32,831千円であります。

　

③ 資金調達の状況

当連結会計年度においては、特記すべき資金調達は行っておりません。
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(2) 財産及び損益の状況の推移

① 企業集団の財産及び損益の状況
（単位：千円）

区 分
第86期

2016年３月期
第87期

2017年３月期
第88期

2018年３月期

第89期
当連結会計年度
2019年３月期

売 上 高 ― ― 23,257,173 23,595,236

経 常 利 益 ― ― 132,631 80,551

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

― ― 147,787 70,529

１株当たり当期純利益 ― ― 25円50銭 12円17銭

総 資 産 ― ― 14,345,703 13,087,171

純 資 産 ― ― 3,850,754 3,734,421

１株当たり純資産額 ― ― 650円03銭 632円69銭

（注）１．第88期より連結計算書類を作成しておりますので、第87期以前の各数値は記載しておりません。
２.「１株当たり当期純利益」は、期中平均発行済株式総数に基づき、１株当たり純資産額は、期末

発行済株式総数に基づき算出しております。なお、期中平均発行済株式総数、期末発行済株式
総数は、いずれも自己株式数を除いて算出しております。

　

② 当社の財産及び損益の状況
（単位：千円）

区 分
第86期

2016年３月期
第87期

2017年３月期
第88期

2018年３月期

第89期
当事業年度
2019年３月期

売 上 高 26,765,612 22,990,519 23,235,516 23,530,720

経 常 利 益 23,340 33,149 164,226 194,303

当 期 純 利 益 又 は
当 期 純 損 失(△)

△503,112 92,583 179,388 170,985

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

△86円80銭 15円97銭 30円95銭 29円50銭

総 資 産 16,840,328 13,831,539 14,130,509 13,098,013

純 資 産 3,315,342 3,481,963 3,728,553 3,851,352

１株当たり純資産額 572円03銭 600円78銭 643円33銭 664円53銭

（注)「１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）」は、期中平均発行済株式総数に基づき、
１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。なお、期中平均発行済株
式総数、期末発行済株式総数は、いずれも自己株式数を除いて算出しております。
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(3) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社との関係

当社の親会社はエア・ウォーター株式会社で、同社は当社の株式を2,903千株（議決権

比率50.11％）保有しております。

当社は、親会社等との取引に関して、市場実勢価格や市場金利等を勘案して取引条件等

を決定しておりますので妥当性はあると考えております。また、当社取締役会を中心とし

た当社独自の意思決定を行っており、意思決定手続の正当性については問題はないものと

考えております。

　

② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主要な事業内容

浙江川本衛生材料有限公司 36,000千人民元 90% 医療・衛生材料の製造販売
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(4) 対処すべき課題

当社グループの属する医療衛生材料業界は引き続き価格競争に晒され、国内において厳し

い事業環境が継続すると予想されます。また、米中の貿易摩擦の影響を受けた中国における

綿糸相場の変動や国内物流業界の人手不足の深刻化など事業環境は一層不確実性を増してお

ります。

このような状況の下、当社は、医療用品等製造事業の売上高の着実な拡大を目的として、

2019年１月１日付で組織の再編を実施いたしました。戦略的な販売促進と口腔ケア製品・手

術関連製品・感染管理製品を拡販する目的としてマーケティング本部内に販売推進部を新設

いたしました。さらに、これまで以上に効率的で高品質な生産体制を確立するために積極的

な投資を図るとともに、品質保証体制の着実な運用を通じてお客様の信頼に応える品質確保

に努めてまいります。

これらの施策に加えて、当社グループが継続的な成長発展を実現するために、Ｍ＆Ａによ

る収益基盤の強化も視野に取り組んでまいります。

次期（2020年３月期）の連結業績見通しは、売上高26,000,000千円（前年同期比10.2%増

加）、営業利益300,000千円（同845.3%増加）、経常利益350,000千円（同334.5%増加）、親会

社株主に帰属する当期純利益240,000千円（同240.3%増加）を見込んでおります。

株主の皆様には、引き続き一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　

(5) 主要な事業内容（2019年３月31日現在）

当社には、「医療用品等製造事業」と「医療・育児用品等卸売事業」があり、「医療用品等

製造事業」は、国内外の医療機関、一般消費者及び産業・工業向けに、衛生材料・医療用

品・介護用品・安全衛生保護具等の製造販売及び仕入販売を行っております。

「医療・育児用品等卸売事業」は、国内の医療機関及び一般消費者向けに、衛生材料・医

療用品・介護用品・育児用品等の仕入販売を行っております。
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(6) 主要な支社・営業所及び工場（2019年３月31日現在）

① 当社

名 称 所 在 地

東 京 支 社
東京都中央区新川１－24－１
ユニゾ新川永代通りビル８階

名 古 屋 営 業 所 愛知県名古屋市中区千代田５―５―15 ３階

広 島 営 業 所
広島県広島市中区基町６―78
リーガロイヤルホテル９階

福 岡 営 業 所
福岡県福岡市博多区博多駅東３―12―１
アバンダント95ビル７階

大 阪 工 場 大阪府泉北郡忠岡町忠岡東３―14―20

　

② 子会社

名 称 所 在 地

浙江川本衛生材料
有 限 公 司

中華人民共和国（浙江省）

　

(7) 従業員の状況（2019年３月31日現在）

① 企業集団の従業員数

従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

343名 △18名

（注）従業員数には臨時従業員の年間平均人員23名は含まれておりません。

　

② 当社の従業員数

従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

250名 △16名 40.9歳 15.8年

（注）従業員数には臨時従業員の年間平均人員10名は含まれておりません。
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(8) 主要な借入先の状況（2019年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 848,200千円

エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 株 式 会 社 600,000千円

兵 庫 県 信 用 農 業 協 同 組 合 連 合 会 500,000千円

株 式 会 社 紀 陽 銀 行 400,000千円

株 式 会 社 池 田 泉 州 銀 行 375,000千円

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 355,000千円

株 式 会 社 南 都 銀 行 355,000千円

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 300,000千円

　

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

特記すべき事項はありません。
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２．株式の状況（2019年３月31日現在）

(1) 発 行 可 能 株 式 総 数 16,000,000株

(2) 発 行 済 株 式 の 総 数 6,000,000株 (自己株式204,366株を含む）

(3) 株 主 数 1,141名

(4) 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 株 式 会 社 2,903千株 50.10％

M S I P C L I E N T S E C U R I T I E S 520千株 8.98％

川 本 武 296千株 5.11％

株 式 会 社 Ｔ Ｋ 269千株 4.65％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 102千株 1.76％

高 浜 優 85千株 1.47％

高 塚 直 樹 83千株 1.45％

細 羽 強 62千株 1.08％

損 害 保 険 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 株 式 会 社 50千株 0.86％

株 式 会 社 り そ な 銀 行 42千株 0.73％

（注）１．当社は、自己株式（204,366株）を保有しておりますが、上記大株主から除いております。ま

た、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

２．持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。

　

３．新株予約権等の状況

　該当する事項はありません。
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４．会社役員の状況

(1) 取締役の状況（2019年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

取 締 役 会 長 川 本 武

代表取締役社長執行役員 水 上 博 司 管 理 統 括

代表取締役副社長執行役員 福 井 誠 営業統括兼マーケティン グ本部本部長

取 締 役 執 行 役 員 小 澤 徹 也
プ ロ ダ ク ト サ プ ラ イ 統 括 兼
購 買 物 流 本 部 本 部 長
浙 江 川 本 衛 生 材 料 有 限 公 司 董 事 長

取 締 役 （監 査 等 委 員） 吉 田 直 之
ミ サ ワ 医 科 工 業 株 式 会 社 監 査 役
松 岡 メ デ ィ テ ッ ク 株 式 会 社 監 査 役
ラ イ フ サ プ ラ イ 株 式 会 社 監 査 役

取 締 役 （監 査 等 委 員） 日 上 俊 彦 ヒ カ ミ 経 営 研 究 所 代 表

取 締 役 （監 査 等 委 員） 親 泊 伸 明 日 本 経 営 ウ ィ ル 税 理 士 法 人 社 員

（注）１．2018年６月26日開催の第88期定時株主総会終結の時をもって、監査等委員水船亮氏は、辞任に

より退任いたしました。

２．取締役のうち日上俊彦氏及び親泊伸明氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役でありま

す。なお、当社は日上俊彦氏及び親泊伸明氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として指定し、当取引所に届け出ております。

３．当社は、監査等委員会の職務を補助するものとして、監査等委員会室を設置し、重要会議への

出席を通じて情報収集を行うほか、内部統制システムを通じた組織的監査を実施することによ

り監査の実効性を確保していることから、常勤の監査等委員を選定しておりません。

４．監査等委員日上俊彦氏は、経営コンサルタントとして長年の実績を有しており、財務及び会計

に関する相当程度の知見を有するものであります。

５．監査等委員親泊伸明氏は、会計・税務コンサルタントとして長年の実績を有しており、財務及

び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

６．当社と監査等委員である取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項

の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、

法令が定める額としております。
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(2) 当事業年度に係る取締役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取 締 役 （監 査 等 委 員 を 除 く） ４名 53,190千円

取 締 役 （監 査 等 委 員）
（う ち 社 外 取 締 役）

４名
( ２名)

10,320千円
( 10,320千円)

合 計 ８名 63,510千円

（注）１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

上記のほか、使用人兼務取締役（４名）の使用人分給与は44,400千円であります。

２．取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2017年６月27日開催の第87期定時株主総会にお

いて年額180,000千円以内（ただし、使用人分給与は含まない）と決議しております。

３．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2017年６月27日開催の第87期定時株主総会において年

額30,000千円以内と決議しております。

　

(3) 社外役員等に関する事項

① 重要な兼職先である法人等と当社との関係

取締役（監査等委員）日上俊彦氏はヒカミ経営研究所代表でありますが、当社と当該研

究所との間には特別の利害関係はありません。

取締役（監査等委員）親泊伸明氏は日本経営ウィル税理士法人社員でありますが、当社

と当該税理士法人との間には特別の利害関係はありません。

　

② 主要取引先等特定関係事業者との関係

該当する事項はありません。
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③ 当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取締役
(監査等委員)

日 上 俊 彦

当事業年度に開催された取締役会16回のうち16回出席（出席率100％）

し、主に経営コンサルタントとしての長い経験と知識に基づき、独立・

公正な立場から取締役の職務執行に対する妥当性・適正性を確保するた

めの発言を行っております。当事業年度に開催された監査等委員会14回

のうち14回出席（出席率100％）し、監査の方法その他の監査等委員の

職務に関する事項について、必要に応じて意見の表明を行い、主要な事

業所への実地調査を行っております。

取締役
(監査等委員)

親 泊 伸 明

当事業年度に開催された取締役会16回のうち15回出席（出席率93.8％）

し、主に税理士としての専門的見地に基づき、種々の発言を行っており

ます。当事業年度に開催された監査等委員会14回のうち14回出席（出席

率100％）し、主に監査等委員会室の監査の報告を審議し、また内部監

査について必要に応じて発言を行っております。
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５．会計監査人の状況

(1) 名称 太陽有限責任監査法人

(2) 報酬等の額

報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 21,254千円

当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 21,254千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく

監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度

に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査等委員会は、会計監査人の報酬の前提となっている監査計画の方針・内容、見積りの算出

根拠等を確認し、当該内容について社内関係部署から必要な報告を受け、検証した結果、当社

の会計監査を実施するうえでいずれも妥当なものであると判断したため、会計監査人の報酬等

の額について同意いたしました。

３．当社の連結子会社につきましては、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けております。

(3) 非監査業務の内容

該当する事項はありません。

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

会計監査人が、会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合、必

要に応じて、監査等委員会は、監査等委員全員の同意により会計監査人を解任いたします。

また、監査等委員会は、会計監査人の適格性、専門性、当社からの独立性、その他の評価基

準に従い総合的に評価し、会計監査人の職務の執行に支障があると判断されるなど、会計監

査人の変更が必要と認められる場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任

に関する議案の内容を決定いたします。

(5) 責任限定契約の内容の概要

当社と会計監査人太陽有限責任監査法人は、会社法第427条第１項の定めに基づき同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約の締結はいたしておりません。
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６．株式会社の支配に関する基本方針

特記すべき事項はありません。

７．剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題のひとつと認識しており、安定的な

経営基盤の確保並びに事業展開のための内部留保を勘案しながら利益還元策を実施していくこ

とを基本方針としております。このような基本方針のもと、当社は業績の状況に見合った安定

的な配当を実施していく所存です。自己株式の取得、剰余金のその他の処分については、当社

の財務状況等を勘案し、適宜、適切な対応を検討いたします。

なお、当社は、会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配

当等を行うことができる旨を定款に定めております。また、当社は取締役会の決議により毎年

９月30日を基準日として、中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。

当連結会計年度の配当金につきまして、１株当たり４円（うち中間配当金０円）とさせてい

ただいております。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　本事業報告中の記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。

宝印刷株式会社 2019年05月23日 10時58分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 26 ―

連 結 貸 借 対 照 表

(2019年３月31日現在)
(単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

電 子 記 録 債 権

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

リ ー ス 資 産

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

そ の 他

貸 倒 引 当 金

10,130,256

778,649

3,940,536

2,869,750

1,450,675

294,937

120,382

686,369

△11,044

2,956,915

1,330,603

720,063

178,323

380,412

2,443

21,639

27,722

488,840

237,300

338

251,201

1,137,471

763,819

434,640

△60,989

流 動 負 債 5,854,233

支払手形及び買掛金 2,340,991

電 子 記 録 債 務 882,365

短 期 借 入 金 500,000

関係会社短期借入金 600,000

１年内返済予定の長期借入金 684,800

未 払 法 人 税 等 40,696

賞 与 引 当 金 112,798

売 上 割 戻 引 当 金 179,159

災 害 損 失 引 当 金 51,516

そ の 他 461,906

固 定 負 債 3,498,516

長 期 借 入 金 2,757,430

繰 延 税 金 負 債 65,331

退職給付に係る負債 619,905

資 産 除 去 債 務 28,705

そ の 他 27,143

負 債 合 計 9,352,749

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,352,824

資 本 金 883,000

資 本 剰 余 金 1,192,597

利 益 剰 余 金 1,351,529

自 己 株 式 △74,302

その他の包括利益累計額 313,990

その他有価証券評価差額金 360,754

為 替 換 算 調 整 勘 定 △38,225

退職給付に係る調整累計額 △8,538

非 支 配 株 主 持 分 67,606

純 資 産 合 計 3,734,421

資 産 合 計 13,087,171 負 債 純 資 産 合 計 13,087,171
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連 結 損 益 計 算 書

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 23,595,236

売 上 原 価 19,806,294

売 上 総 利 益 3,788,941

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,757,204

営 業 利 益 31,736

営 業 外 収 益

受 取 利 息 771

受 取 配 当 金 16,102

仕 入 割 引 72,676

そ の 他 9,765 99,316

営 業 外 費 用

支 払 利 息 22,493

為 替 差 損 5,402

売 上 割 引 11,299

そ の 他 11,305 50,501

経 常 利 益 80,551

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 28,299

受 取 保 険 金 79,837 108,136

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 31,299

減 損 損 失 7,053

投 資 有 価 証 券 評 価 損 855

災 害 に よ る 損 失 54,591 93,800

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 94,887

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 46,721

法 人 税 等 調 整 額 △12,856

当 期 純 利 益 61,022

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 9,506

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 70,529
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貸 借 対 照 表

(2019年３月31日現在)
(単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
前 渡 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
商 標 権
特 許 権
ソ フ ト ウ エ ア
リ ー ス 資 産
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
破 産 更 生 債 権 等
そ の 他
貸 倒 引 当 金

10,040,175
701,388
134,182

2,869,750
3,770,730
1,531,661
276,405
91,633
37,081
4,927

633,459
△11,044
3,057,838
858,132
349,226
7,241
70,744
1,266
25,159
380,412
2,443
21,639
46,908
2,137
8,742
15,242

338
20,449

2,152,797
763,819

1,021,467
434

45,719
382,345
△60,989

流 動 負 債 5,816,679
支 払 手 形 630,554
電 子 記 録 債 務 882,365
買 掛 金 1,700,551
短 期 借 入 金 500,000
関係会社短期借入金 600,000
１年内返済予定の長期借入金 684,800
未 払 金 96,572
未 払 費 用 316,936
未 払 法 人 税 等 40,696
前 受 金 10,629
預 り 金 10,101
賞 与 引 当 金 112,798
売 上 割 戻 引 当 金 179,159
災 害 損 失 引 当 金 51,516

固 定 負 債 3,429,981
長 期 借 入 金 2,757,430
繰 延 税 金 負 債 5,335
退 職 給 付 引 当 金 611,366
資 産 除 去 債 務 28,705
そ の 他 27,143

負 債 合 計 9,246,660
純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,490,597
資 本 金 883,000
資 本 剰 余 金 1,192,597
資 本 準 備 金 1,192,597

利 益 剰 余 金 1,489,303
利 益 準 備 金 86,100
そ の 他 利 益 剰 余 金 1,403,203
配 当 引 当 積 立 金 5,000
別 途 積 立 金 1,000,000
繰 越 利 益 剰 余 金 398,203

自 己 株 式 △74,302
評 価 ・ 換 算 差 額 等 360,754

その他有価証券評価差額金 360,754
純 資 産 合 計 3,851,352

資 産 合 計 13,098,013 負 債 純 資 産 合 計 13,098,013
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損 益 計 算 書

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 23,530,720

売 上 原 価 19,770,652

売 上 総 利 益 3,760,068

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,611,496

営 業 利 益 148,571

営 業 外 収 益

受 取 利 息 610

受 取 配 当 金 16,102

仕 入 割 引 72,676

そ の 他 8,001 97,391

営 業 外 費 用

支 払 利 息 22,493

為 替 差 損 6,668

売 上 割 引 11,299

そ の 他 11,197 51,659

経 常 利 益 194,303

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 28,299

受 取 保 険 金 79,837 108,136

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 31,299

減 損 損 失 7,053

投 資 有 価 証 券 評 価 損 855

災 害 に よ る 損 失 54,591 93,800

税 引 前 当 期 純 利 益 208,639

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 46,721

法 人 税 等 調 整 額 △9,067

当 期 純 利 益 170,985
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連結計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書

2019年５月14日

川 本 産 業 株 式 会 社

　取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大村 茂 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 池田 哲雄 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、川本産業株式会社の2018年４月１日から2019年３
月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的
な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算
書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討す
ることが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、川本産業株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書

2019年５月14日

川 本 産 業 株 式 会 社

　取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大村 茂 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 池田 哲雄 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、川本産業株式会社の2018年４月１日から
2019年３月31日までの第89期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ
の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細
書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告
　

監 査 報 告 書
　

　当監査等委員会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第89期事業年度における

取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報

告いたします。

１．監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取

締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制(内部統制システム）に

ついて取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、

必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しまし

た。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門その他

内部統制所轄部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職

務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を

閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、

子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、

必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第5号イの留意した事項及び同号ロ

の判断及びその理由については、取締役会その他における審議の状況を踏まえ、その

内容について検討を加えました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検

証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応

じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを

確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品

質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知

を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類

（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細

書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書

及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して

いるものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事

実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当

該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について

も、指摘すべき事項は認められません。

④事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当

社の利益を害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかど

うかについての取締役会の判断及びその理由について、指摘すべき事項は認められ

ません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 2019年５月20日

川本産業株式会社 監査等委員会

監 査 等 委 員 吉 田 直 之 ㊞
監 査 等 委 員 日 上 俊 彦 ㊞
監 査 等 委 員 親 泊 伸 明 ㊞

(注)監査等委員 日上 俊彦及び 親泊 伸明は、会社法第２条第15号及び第331条第６

　 項に規定する社外取締役であります。

以 上
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〈メ モ 欄〉
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株主総会会場ご案内図

会場 大阪市中央区本町橋２番８号

　 大阪商工会議所 ５階 502号会議室

※ １．地下鉄堺筋線又は中央線「堺筋本町」駅下車。①⑫番出口から徒歩約７分

２．地下鉄中央線又は谷町線「谷町四丁目」駅下車。④番出口から徒歩約７分
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